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處

l
i

i

‘れ
.ば

當
時

の
#
昝

西
は

察

it
制

度

の
.緩
和
を
以
て
兩
國

I:
と
り
利
益
あ
リ 
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.
，と
の
意
見
を
：有
せ
し
も
の

^

:リ

€

す
、尙
ほ

#

^

.四
：王
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フ
リ

-
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:

ソA
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詧
沖
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ル
へ
少
丄

」

三
批
の
如 

一.， 

#

ば
殊

I-
.
^
.國
と
ノ
の

.

.商
：：業

.政
策

-的
.提
揲

^

悅
.，.ぴ
.
し
.も
の

^

り
と
マ
、
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づ.P
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p
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o
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,

「 

‘.
只
だ

「

メッテ

'ル

^
ヒ」

を
し
て
少
し
く
其

’意
を
安
ん
せ
し
め
し
も
の
は
«
に
千
八
西
四
十
七
年 

^
 

.
十

1
月
に
於
け
石
普
澳
の
協
定
條
約
に
し
て
、此
協
約
は
、

(

1)「

べ
.
丨
メ
ン

」

、

「

メ，丨

V

ン」

、フ
シ
ュ
レ 

F:y 

.

:

.ジ

^
ンj

の
地
方
ビ
普

®.
西

^

の
國
境
に

|於

け

る

麻

糸

、麻

織

物

の

課

税

_.は

之

れ

を

輕

減

す

る

こ

一

ぃ

.

.

'
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«,0̂ 
m 
 ̂
t
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 ̂
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t 
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二一 )

其
他
邊
獠
取
弓
に

»

す
る
規
足

-の
範
圍
を

®

張
す
る
等

0

諸
項
を
確
保
：す
る
に
過
き
ざ

P
.

P

-L
も
、然

か

も「

メ
ッ
テV

r

ヒJ

は
之
れ
に
ょ
う
て
雨
轉
の
政
治
的
反
感
を
緩
和
せ
‘し
め
得
る
を
悅

^
 

-
 

第
十
怨

(
！
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說
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後
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經
濟
的
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热
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挪
七
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鲂

十

卷( 1

九
四)

腧
說
戦
後
の
經
濟
的
苹
新
 

第

二

跳

八
0

び
た

S

き
、次
ぎ
に
兩
國
の

.經
濟
的
關
係
に
向
て
特
に
記
臆
す
る
必
要
お
る
は
、

»

に「

プ
.
ラ

ィ

へ
 

V

フ
ォ

,

ン
、ブ：ル
ッ
ク
、か
千
八
西
四
十
八
年
十
一
月

r
|

十
一
日

^
填
國
商
務
大

E
R

任
命
せ

& 

れ
し
こ
ど
；な
合

w
.

す
、彼

.れ
は

Iト
リ
ェ
ス

'ト」

に

?>
.
る
..
こ
，？
：

5

十
年
、赏時
瞭
に

.办

今

，て

は

最

も

豐

富 

な
る
經
濟
的
智
識
を

■有
せ
し
人
に
し
て
、彼
れ
は
其
住
命
の
.纖
年
靡
を
以
て
關
稅
改
訂
委
員
會 

を
組
織
し
て
此
方
面
の
有
識
者
を
全
國
ょ
ヶ

3:
集
し
：

#

等
の

■意
の

?>
る
處
は
：充
、分
.に

陳

迆

せ 

し
め
た
ら
、而
し
て
是
等
の
陳
述
は

r

フ
ラ

4

へ
ル
、ス
ォ
ン
、ホ
ッ
ク

」

の
竽
に
ょ
ぅ
て
編
籙
せ
ら
吖 

た
り

(「

ホ
f

クj

は「

フ
ル

ヲ
ク」

の
弟
子

R

し
て
、
»
師

ど
同
じ
く

「

ト
；
タ

*

ス
ト」

に
あ

6

し

こ

^

3>
ぅ
、
 

又
關
税

.行
政
に
精

.通
し

^
;
塊
國
對
外
質
易
^
關
ず

る
最
も
有
力
な
る

「

ォ

1

ソ
リ
チ

?
な

6,
 

^

9
 

す)

今
當
時
の
雞
議
を

線

合

す

る
.時
は

焉
齣

0

税

«

度
の
：確
«
輸
入
禁
丘
の
全
廢

、國
內 
'の
企
業 

象
及
勞
働
者
の
保

I.

謎
を
完
全
な

.ら
し
む
る
爲
、個
別
的
に
保

«
ー
關
稅
を
制
定
す
る
に

?>
ぅ
、胃
し 

て
獨

.逸
其
者

.に
接
近
す
可
き
間
題
に
就
き
て

.は
同
會
は

'之

れ

每

，對

：,u
:最

も

利
益
•わ

冬

肋
#
# 

な
せ

p

 

M

に
塊
國
政

.府
；は
其

'翌
年
：ょ

6.
翌
々
年

■の
：：

正
.月

ょ

、
ぅ

て

，
關

稅
.の
制
定
を
な
す
爲
め
、

實

業

界

及

學

界

の

有

，力
：者

を

召

集.
せ

6
、但
、當
.，時
の

：地
.：方
長

官

纪

し

て

禁'此
制

度

の

贊

成

：
者

は

. 

此

會

，
に'列
す

，'る
パ
の.資
格

：
をI
.史W

る
’：5
,ミ
，
を

，
以

で
0

:
_
,
會

.期
‘ほ
.同
.取
 ̂J

月

今

ヤ

十I
を

.以

.で
：
格.

h
了
し

.铖

•く

：，
て

舢

逯

：
せ

；
ら

れ

：
た

'る

關
i
_

は

：
千

次

被.五

：
十

：ニ
：

1

嘩
一
ー.十
：月.：：一'日
，# 

?

を

,
一 

す

：
る

，
も

.
の

 VJ 

し

て

、
千

八

西
.五

十
|.
年

十
4
 

a

:

>

v

:
之

れ

實

に

燠
國

へ
に
，
，
於

，
け

.る
み
度

Q
lf
c.'l.
、
的

、
,

^

*
'f
t
し
'
,
.
て
、普
魯

ff
i
/it
後

る

>
.

こ

ビ

三

十

一

一

年
 

页
’に

*

逸
關
稅
同

-s

R

後

-る

，

こ：

斧
ず
六
年

.な

.ぅ

ビ

す
、但
、此

._

制
定
せ

&

れ
し

桃

：
率

はニ
年
、
 

,
後

：
即

ち

千

.

八

W

五
十
三
年
十
一

I

月

^

日

：
を

以

-

て
敗

«*
せ

&

れ
た

&

4
、改
訂
せ
&
れ
し
率
を
以 

て

前

審

に

比

較

す

る

代

番

體

を

殖

，じ
‘て
糧
：刹

の

®

略

を

.來

た

せ

し

こ

ど
、且

ソ
つ
舊

赌

0

制
度
に 

於

け

る

.最
1高

關

.；税

率

：は
一「

ッ
テ
ン
'ト

ネA
」

に

就

•

六
百「

ダ
ル
•デ

：ン
.

」

な
ら
し
も
の
が
ニ
西
五
十 

「

ダ
ル
テ
ンjVJ 

•な

6

又

通

‘過

疏

の

)
1

部

は

.廢

せ

&
れ

、1

部

は

1
「

ッエ
ント
ネと
に就
き六
乃至
一
 

十，

ロィッェル

」

に輕減せ

&

れ樹

•ほ輸入禁止は

'僅か，
に公衆衛

.生事.

.
項
に
す
る
も
一 

の 

>
 
み

に

保

，
留

.
せ
&
る

、

に

至

れ.
b
、M
k
r
.ブック

」

は進
んで
大獨
逸

‘關

.税
，同
煺
の
龃
織
を 

成
立
.せ
し
め
ん
ヒ
せ
し
も
の

R

し

.て
妬

©

は

、
彼

“
れ

の

千

八
■

十
九

年
十
二
月
三
十
ロ
及
千 

八
西
五
十

.年
五
月
三
十
日
ビ
於
け

.る

.建
，議

0

_
が
_ ,に
吾
人
に

^

す
維
な

6
、而
し
て
、當
時
の
一
獨 

逸
が
今
日
の
狀
能

e

異
な

.
3
て
'海
外
泛
：於

.て
：何

.等
，顯

_著

な

る

：經

濟

的

.海

動

.の

見

る

可

.き

も

0 

な

き

黯*

以

上

の

參

^
_ょ

声

て

造

娘

路

.を
#

耳
に
#

，
張

オ

，
る

、
.
こ
、
.
秀
 

館

十

气(

l

)

：

B

0

，
戦

後

の

鬚

攀

新
 

.

S

號
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婼ニ诚
 

八エ

策
‘な

^T
し

.為

f

此
同

"盟
が
單
に
經
濟
上

'に

it
:
.ら
.ず

し

て
政

.瘠
的
，に
普
，燠
の
雨
國
が

.
0

 

權
を
振

.る

.：可
し
ビ
な
す
說
は

/實
に
當
時
に

.於

け

る

：.：獨

逸

で
局
部

0

'

_王
だ

.る
普
魯
®
を
し
て 

此
擧
に
擎
同
せ
し
め
ざ
る
に

'
茧
.々
し

S
、共

に

燠
國

も「

亦
た
、普

#

西
を
し
て
強
迪
的
に

S
T

已
の 

0

0

を
.實
行

.せ
し
む
る

R

足
る
充
分
な
る

.力
を

有
せ
ざ
ぅ
し
も
の
な
り

ど

す
、加

ふ
る
に

當
時 

獨
逸
の
聯
邦
中

.に
は
塊
國
ょ

5

も
、寧
ろ
普
魯
西

‘ 

R味
方
せ
し
も
の
ぁ

、

' し
ビ
共

k

、英
國
の
如 

き
，露
國
の
如
き
巾
歐
經
濟
同
盟
が
、他
日
、政
：治
的
軍
事
的
闾
姐
た

る
こ
ヾ

」

を
悅
ば
ざ

$

し
こ

ミ
 

名

]1
1

擧
の
成

^

を
見
ざ
-̂
し
现
由
な
り
ど
す
、然
か
も
初
志
を
賞
か
ん
ど
す
る
塊
國
當
屈

*

は 

千
'八

西

五

十

二

年

〗

月

を

以

て

維

也

a

に

催
さ
る
.、
關

桃

及

®

商

條

約

協

，議
會

に
.
.各

0

の
代 

表
#
を
派
遺
せ
ん
こ
ビ
を
千
八
茛

2£
.十

一

年

十

一

月

附

.

を
：..

以
.て
獨
逸
の
各
聯
邦
政

.
^
k

M0
 

し
、尙
ほ
同
年
十
二
月
を
以
て
懊
國
政
府
は

M

に
同
國
ビ
獨
輝

關

稅
同

S

加
入
國

ビ

の
間
に
、

8
 

結
せ

ら
る
可
き
述
商
條
約
に
關
す
る
意
見
書

.を
發

.表
せ

'
&へ.而

し

：て
'其

期

日

に

於

て
此
議
.

£

參

加
せ
し
も
の

-ば「
V

ィ
エ
ル
ン

^
ク
ュ
ル

7-
ン「

ぺ
：
グ
ヒ
；

」

、
|
*バ
.丨
デ
ン

」

兩
^

ッ
セ
ン

4、「

ザ
ク
セ
ン
/

「

ハノ 

!

グ
；

I
J
r

フ
ラ
.
ク
ン
：
シ」

フ

ィ

ヒ」
「

ナ

ッK

夕」

'

「

方
ル
'ぞ

ン

ブ

^「

グ」

及
_

個
ー
0

诌

由

市

.に

し

，
.
て
い 

普
鲁

W
.
:ほ
千
八

W

五
十

」

年
十
二
月
五

.日
附
を
以
，て
之
れ
が

.參
加
を
拒
絕
せ

_ら
、斯

{
.
:て
此
：
.會

+

f 

.
丨‘

合

の

輪

議
ビ
上

>

し
.も

0

は
主
ビ
し

V
I

1

問
題
ょ
り
な

4
、其
缚

】

は

1
.辨
同
盟
ビ
.
塊
國
ど
の 

間
に
顧
結
せ
ら
る
可
き
通
，商
條
約
如
何
第
ニ
は
將
.來

出

現
す
る
可
き
關
桃

同
盟
に

適

合

せ

6
 

る
可
き
倐
約
如
何
の
問
題
な

^

ど
す
、而

‘し
て
後
考
に
就
き
て
は
當
時
、維
也
納
に
於
て
密
か
に

塊
國
政
府
ど
フ
ィ
エ
ル
ン

yr

ザ
ク
セ
ン

J、r

ク

'

V
テ
ン
ペ
ル

ヒ」

、雨「

へ
ッ
セ
ン」

、

「

バ
！

デ
ン」

「

ナ
ッ
テ

i

の
代
表
者

^

の
間
に
普

©

西
を
除
外
せ
る
新
關
稅
同
盟
を
組
織
せ
ん
ミ
す
る

_
 

6
办
し 

I

f

る
も
の
な

 

>

ど
す
、黃

「

ブ
,

ッ
ク

」

の
考
へ
し
處

t

n

ば
關
稅
同

f

塊
國
ユ
全 

ぐ
自由

交

.通
の
瞼
.代
に
入
る
爲
め
に
は
其
間
少

ぐ
^

も

四
：

f

 

_

を

®
 
f

ざ
る
可
か

&

 

ざ
る
こ

ビ

を
以
て

_せ

&
、即
ち
第

r

の
時
期
は
千
八
西
五
十
年
及
五
十

】

年

R

見

し

が

如

く

输 

.入
禁
止
、句
牙
利
忙
對
す
る
通
過
稅
及
.原
料
品
に
課
せ
ら
る

> 

關

稅

等

の

全

廢

時

代

に

し

て

鍤 

1
1

の

S

は
.同
S

國

に

.對

す

る

_

稅

を

舊

時

の

四

？

 

一
ニ
に
輕
減
す
る
時
期
、第

三

の

時

刺 

は
1S
I

R

之

れ

を

ニ
分
>
 

1
U

減

ず

る
•こ
S

後

に

第

g

の
時
®

ば
僅
か

k

之

れ

が
率

を

舊
.時 

の
！
！

分

ノ

1

ど
な
し
、具
つ
外
國
駐
在
の

I

及

商

務官
繚
を
も
出
來
る
丈
け
統

1

的
に
任
ド

. 

せ
ん
ど
す
る
に

わ
6

.し
も
の

な
6

ど
す
、
尙
ほ

「

ブ

レノ.
ッ
ク」

は
以
上
、中
歐

'

に
於
/け
る

經

濟

統

】

®
 

に
向
て
更
に
以
太
：利
：ビ

^

ル
カ
ン」

方
面
岑
を
加
入

「

せ
し
め
'
ん
霉
.の
.赛

志

を

就

サ

し

も

の

な
 

.

$

卷

ニ
九
，七)

職

魄

戟
锬
の
翳
的
苹
新
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S號一
，
'

す
、何

.：ん

系

算

|

.

©

「

グ

水

力
ン
玄
燠
國
ヒ
の
間

k

.

_

に、一

_

0

_

優
の

.：生：せ

.
し
と

' 

S
は
，千

.
”

八

¥1
三
十
八
年
以
來

「

ト
‘
リ
ェ

.
ス
’ 

v

」

s

、グ
キ
ン

.

」

方
面

w

の
間
：に「

P
ィ
ド

」

0

寒
期
航
海

0

存
せ 

し
に
よ
う
て
知
る
を

.
’得

可

ぐ

、刺

ネ

る

、
,̂

此
隱
德
は

.雜
也

.納「

ト
リ
エ
ス
ト

」

間
に
於
け
る
鐵
道
幽 

通
：に

よ
P

て
®

に
重
：
.き
を
加
ふ
る
に
至
れ
う
、實
に
今
日
獨
燠

'兩
國

.の

.人

±
.
が

唱

ふ
る
如
き

0

 

濟
同

!}
!
{の
煎
濟
は
旣
ー
も
ブ
火
ッ
ダ

.

」

の
職
中
に
稆
せ
し
點
に
於
て
誰
人
も
其

«

服
に
„服
せ
ざ
る 

を

#

S

だ「

ト
一
ス

i

 -

ヶ」
f

1
ベ
.

5
の
如
き
獨
逸
の
歷

.史
家
は
彼
れ
の
舉
を
悅
ば
ざ

P

 

し
も
の
に
し
、て
、斯
く
の

.如

き

は

：彼
等
が
.眾

^

燠

國

の

1

擧

手
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